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新しい技術の光と影を解説
今後，我々が取り組まなければならないこと



Google Earth による高知城周辺
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衛星画像で災害監視



津波を捉えた画像

Copyright: Digital Globe
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常時監視は困難
極軌道衛星（地球観測）
高度：約600～800km

軌道周期：約1.5～2時間
回帰周期：7～10日

静止軌道衛星（気象，放送，通信）
高度：約36,000km

人工衛星は，常時観測に向いていない



同じ点の観測も困難



変化抽出の結果

従来手法による変化抽出 提案手法による変化抽出 対象エリア

変化したところほど明るく表現されている



高精度基準点が必要



高精度基準点の例
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画像基準点の重要性

画像基準点衛星画像 画像相関



レーザー計測も同様



変化抽出の問題



ランダムノイズ
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多点計測の有効性
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面抽出による監視

2004年9月11日



地理情報システム
シーズ（GIS技術）
多くのフリーウェアが登場
Web GIS（Google Maps, 電子国土, Map Server）

ニーズ（ユーザー）側の状況
業務用のシステムは未だ高価
有効に活用されているとは言い難い？
システムの構築には専門知識が必要



実世界の表現

GISは，測量や計測データで実世界を表現
データには，必ず誤差が含まれている
事実は，真実と異なる

仮説を構築して真実に迫ろうとするのが科学
測量や計測は，それを支えている



抽象的な概念で表現

GISのデータ形式
点（ポイント）
線（ライン or アーク）
面（ポリゴン）



防災情報システム



ラジコンヘリの活用地質データ



地すべり防止区域データ



津波シミュレーションデータ







画像処理手法を用いて
利便性の高いデータに変換
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GPSカメラの活用







GISデータの統一フォーマット
地理情報標準，G-XML
KML, Shape File, DXF

メタデータの整備
更新履歴
測地系，座標系

GISデータ流通のために

GIS実証実験で多くの成果を得る



測地系と座標系
測地系
ベッセル楕円体，WGS84

測地成果2000（GRS80）
座標系

UTM座標系
平面直角座標系



高知県の取組み状況
GISモデル実証実験(H12～14)

データの流通
高知県GIS推進WG(H14～15)

GISデータハウス構想
高知県共有型GISの運用開始(H15)

高知県と市町村が連携した取組み
H18年　共有型GISの運用休止



GISデータハウス構想
自治体の持つ地理情報を一括管理・更新
データ提供をビジネスモデルとした組織
県下統一仕様の基図を提供

1市町村あたり100～200万円／年

自治体の理解が得られず失敗！



未だに浸透しないGIS

GIS構築には膨大な費用を必要とする？
予算に合わせて構築できるはず

データの整備・更新も予算次第．ベクトル基図は必要？

業務の効率化は本当に図れるのか？
職員の情報に対する意識と技術次第．

他の課室での利用を念頭に置いたデータベースの設計を

住民サービスのためのGIS？



先進的なGIS導入機関

千葉県　浦安市，市川市
大阪府　豊中市
北海道　池田町
熊本県　八代市

ニーズとシーズを結ぶ技術者が極めて重要



自治体の現状
財政状況の悪化
アウトソーシングを積極的に導入
技術者の必要性さえ問われている

アウトソーシングは，多額の費用がかかる！
技術力を自治体内に復活させて財政再建！



安価なGIS構築を目指して

サーバー構築
究極は，自分で設計，構築，運用

フリーウェアも多く存在

UNIXやネットワークの知識・プログラミング能力は，必須項目

データ整備
究極は，自分でデジタイズ，調査・測量

１度自分ですると，正しい発注価格が見積もれる

少々過激な意見



取り組むべき課題

公共団体：　新技術への理解
技術士・技官に本来の働きをしてもらう

民間企業：　高度技術の提供
多様な技術シーズによりサービスを提供

工学系大学：　人材育成
基礎力を重視した人材育成



おわりに

GIS技術者を育成する
技術者がいればアウトソーシングは不要

目標を設定する
GISデータは多方面への活用が期待


